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Pl−214 婦人科悪性腫瘍 に お ける TNF 一
α stimulated 　gene （TSG ）

−6 発現 の 意義

秋 田大

藤本俊郎，佐藤宏和，小西祥朝，田中秀則，高橋　道，田 中俊誠

旧 的】細胞外基質を構成する ピ ア ル ロ ン 酸 （HA ）は t 癌病巣の 問質で の 浸潤部位で 強 く発現 して お り，周囲組織へ の 浸潤 ・

転移 を促進 す る こ とが知 られ て い る ，HA の 作用 は 1
　 HA 結合 タ ン パ ク に よ っ て 調節さ れ て い る，　 HA 結合 タ ン パ ク の

一
つ で

ある TNF 一
α stimulated 　gene （TSG ）

−6 は1 分子生物学的 に強 い 抗炎症作用を持ち HA の 働きを制御す る タ ン パ クで あ るこ

とは報 告 さ れ て い る が．癌組織 にお ける発 現 な らび に浸 潤
・転 移 と の 関連 は研 究 され て い な い ．我 々 は婦 人科悪性 腫 瘍組 織を

用 い て TSG −6 の 遺伝子発 現 を検討 した，【方法】1．イ ン フ ォ
ーム ド・

コ ン セ ン トが 得 られ た 患者の 手術摘 出 標本で あ る子宮頸

癌 ・体癌 ・子宮平滑筋肉腫組織 を用い て ，TSG −6 の 発現の 有無を免疫組織学的 に 検討 した．2．婦人科悪性腫瘍細胞株（HeLa ・

SiHa・HHUA ）を用 い て TNF 一
α を容量 ・時間依存性 に添加 し，　 TSG −6　mRNA 発現量を検討 し た．【成績】L 免疫組織学的検

討 で は，TSG −6 は 子宮頸癌 （扁平 L皮癌 ：3／3例，腺癌 ；2．，
「2例）

・
子宮体癌 （2，，，2例）

・
子宮平滑筋肉腫 （1／1例）の い ず

れ の 癌組織に お い て も発現 して い た．またそ の 発現 は癌組織 の 細胞質に 限局 して い た．2，TNF 一
α に よ る TSG −6　mRNA の 誘

導は，HeLa お よ び SiHaで 顕 著に 認 め られ た，【結論】L 我 々 は，婦 人科悪性腫瘍組織 に お い て TSG −6が 発現 す る こ と を明 ら

か に した，2，免疫組 織学 的検討で は，腫瘍組織 の 細 胞質に TSG −6 の 発 現 が み られ た，3，婦人 科悪性腫瘍細胞株 にお け る TNF
一
α に よる TSG −6　mRNA の 発現は，それぞれの 細胞株 に よ っ て 異なっ て い た．

Pl−215　超 高磁場磁気 共 鳴 ス ペ ク トロ ス コ ビー （MRS ）に よる 婦 人科腫 瘍の 評 価

岩乎医 大

三 浦史晴，庄子忠宏，井筒俊彦，杉 111 徹

【凵的】婦人科腫瘍 の 良悪性診断や 癌の 浸潤度は，こ れまで は 主 に 摘出された組織材料を用 い て 評価され て きたが，こ れ らの

指標は 予後 と密接 に関連 す るた め．術 前 に こ れ らの 情報 を得 る こ とが で きれ ば治療 の 選 択 に多人 な 貰献が 期 待 で き る．我々

は，術前の 患者 に 対 して ，3、O　Tesla の 超 高磁 場 MR 装置 を 用い て ，　 MRI の 撮像 と共に ，磁 気共鳴ス ペ ク トロ ス コ ビー
（MRS ）

に よ り代謝物質含量の 情報を取得 し，腫瘍 の 良悪性診断に 対す る意義 につ い て 検討した．尚，当研究 は 院内倫理委員会の 承認

を得た 上 で 施行 され た．【方法】卵 巣腫瘍 （良性 4例，悪性 4例 ）お よび チ 宜頸部 （2例 ），r宜体部 （5例 ）由来 の 悪性腫瘍，
計 15例 を対象 と した，3．0　Tesla の 超 高磁場 MR 装置 を用 い て，　 MR 装置 は，　 GE 社製 SIGNA 　Horizon　LX 　3T で あり，　 MR

画像 を 取得す る と共 に，表面 コ イ ル を用 い て PRESS 法 に よ り3−27mL の 腫瘍領域 よ りMR ス ペ ク トル を得た ，【成績】卵巣腫

瘍 に お け る MRI で は，腫瘍内容 の 性状 が比 較的明 瞭 に描出 され，良悪性診断へ の
一

助 とな る と考え られ た．良性卵巣腫瘍の

MRS で は．水お よび脂肪の 信号 が 観測 され た の に 対 し，悪性卵巣腫瘍 で は，水お よび 脂肪の 信号 と共 に ，明暸 な コ リ ン の 信
号が観測された．子宮頸部及び 子宮体部由来の 悪性腫瘍で は，MRI に おい て 浸潤像が比較的明瞭に描出され。　 MRS で は．水

お よび 脂肪 の 信 弓 と共 に，明 瞭 な コ リ ン の 信 琴が 観測 され た，【結 論】婦 人科腫瘍 に お け る コ リ ン の 信 号は，悪性診 断 評 価の
一

助 に な る と思 わ れ た．

★ P1 −216　 DNA ウ ィル ス （SV40　T 抗原）に て 誘導 し たマ ウ スー肢 性腫瘍 に 対する ヒ ト野生 型 p53 と ヒ ト野 生 型 pRB 遺伝

子導入 に よ る発 牛 ・
増殖

・進展 の 制御

富 山大

中村 隆 文，島　友了，結 城浩良，日高 隆 雄，斎 藤　滋

【日的】DNA ウ イ ル ス 癌蛋白に よ り発生 した マ ウ ス 扁平上 皮癌に 対する 遺伝子治療の 可 能性を検討する ．【方法】DNA ウ イ ル

ス で あ る IIPVE6E7 蛋白 と同様 に SV40T 抗 原 は，　 p53 と pRB の 機能 を 同時に 抑制する．我 々 は 水品体 ヒ皮 に SV40T 抗 原 を

特異的 に 発現す る α T3 マ ウ ス を作製した．また ヒ ト野生 型 p53 遺伝 fと ヒ ト野生 型 pRB 遺伝 r一を同様 に 水晶体 ヒ皮 に過剰

発現す る Wl とαRB マ ウ ス を作製した．αT3 マ ウス と Wl お よび αRB マ ウ ス との 交配実験を行 い αT3 ，iW1 ，αT3／RB，αT

3「！W1 ／RB マ ウ ス を作 製 し，そ の 腫瘍の 発 生 ・
増殖

・進展 を観察 した．【成rk］aT3 マ ウ ス は多段 階発 癌 を示 し，胎 生期 よ り水

晶体 上皮細胞 に 異形成 を生 じ始 め ，出生 時期か ら約 2 ヶ 月で ヒ皮内癌 に まで に なり，牛 後数 ヶ 月で 周囲組織を破壊する 浸潤癌

となり脳 に浸潤す る．さらに進行する と頸部の リ ン パ 節 に 転移する，αT3 マ ウ ス は 時間的，空間的に極 め て均
一

な扁平上皮癌

を発生す るモ デ ル マ ウ ス で あ り，IIPVが 子 宮頸癌 を発症す る経過 と病理 学的 に酷似 して い た．ヒ ト野生型 p53 を導人 した αT
3，，

’Wl マ ウ ス は腫瘍 に ア ポ トーシ ス を誘導 して そ の 増殖
・
進展 を抑制 し たが，数 ヶ 月後 に 再発 した．ヒ ト野生 型 pRB 遺伝子 を

導入 した αT3／RB マ ウ ス の 腫瘍進晨 は ほ とん ど抑制 で きな か っ た，しか しヒ ト野 生型 p53 と pRB の 遺伝子 同 時導人 した αT
3〆Wl ／RB マ ウ ス は 約 1年聞腫瘍の 増 殖

・進展 を抑制す る こ とが で きた．【結 論】DNA ウ イ ル ス に て 発 生 した 腫瘍に対 して p

53 遺 伝子治 療 は あ る程 度は 期待 で き るが，正 常細 胞 を破壊す る量 の p53 遺伝子 を導入 して も腫 瘍 の 再 発 を招 く可 能性 が あ

る．しか し p53 と pRB の 遺伝子同時導入 は腫瘍発生
， 増殖お よ び進展 を長期 に わた り抑制 で きる ロ」

’
能性がある，
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